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住民の医療要求にこたえ患者さんの
人権を守否立場で社会的に信積される
医師となあための基礎づくりをおこなう

当院は 、 厚生労働省指定の「基幹型

臨床研修病院」です。指導医の監督の

もとに研修医（医師免許を取得したl

年目、 2年目の医師）が外来・病棟で診

療を行っております。日本の未来を担う

医師を主主成するために 、 皆様のご理解

とど協力をお願いいたします。

わ
た
り
病
院
が
め
ざ
す
リ
ハ

ビ
リ
は 、

心
身
に
障
が
い
を
持
つ

方
と
そ
の
ご
家
族
が 、

住
み
慣
れ

た
地
域
で 、

そ
の
人
ら
し
く
前
向

き
に
人
生
を
送
れ
る
こ
と
を
目

標
に
支
援
し
て
行
く
こ
と
で
す

。

そ
の
た
め
に 、

家
庭
訪
問
な
ど
を

積
極
的
に

実
施
し

、

入
院
中
か

外
来
リ
ハ
ビ
リ
は 、

理
学
療

法・
作
業
療
法・
言
語
聴
覚
療
法

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

。

特
徴
と

し
て
は 、

小
児
の
言
語
リ
ハ
ビ
リ

え
ん

げ

や
眠
下
外
来
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
す

。

小
児
の
言
語
訓
練
は 、
こ
と
ば

の
遅
れ 、

発
音
が
上
手
く
で
き
な

い 、

語
の一
部
を
繰
り
返
し
た
り 、

ら
在
宅
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
し
て

の
治
療・
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す

。

ま
た 、

地
域
の
急
性
期
病
院
と
の

連
携
を
密
に
し 、

患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
る
と
と
も
に 、

訪
問
看
護

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や 、

は
な
ひ
ら
の

に
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し 、

在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す

。

緩
和
ケ
ア
病
棟
に

も 、

リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て

い
ま
す

。

今
回
は 、
い
ま
福
島
で

理学療法室でのリハビリの様子

引
き
延
ば
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
症
状
を
訴
え
来
院
さ
れ
る
子

が

多
く 、

言
語
聴
覚
士
は
保
護

者
か
ら
情
報
収
集
し 、

評
価 、

指

導 、

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す

。

眼
下
外
来
は 、

飲
み
込
み
に
問

題
が
あ
る
方
に
対
し
て
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す

。

毎
週
火
曜
日

（
午
前
の
み
）

、

渡
濯
亜
貴
子
先

生
を
中
心
に 、

言
語
聴
覚
士
も

関
わ
り
な
が
ら 、
問
診・
診
察・
眠

下
内
視
鏡
検
査
を
し 、

実
際
に

ど
の
よ
う
に
飲
み
込
ん
で
い
る

か
を
観
察
し 、

評
価・
指
導
等
を

行
い
ま
す 。

外
来
リ
ハ
ビ
リ
は
全
て
予
約

制
に
な
っ
て
い
ま
す

。

外
来
で
の

リ
ハ
ビ
リ
希
望
の
あ
る
方
は 、

主

治
医
か
リ
ハ
ビ
リ
医
の
渡
漫
亜

貴
子
先
生
（
金
曜
の
午
前
中
が

診
察
日
に
な
っ
て
い
ま
す
）

に
ご

相
談
下
さ
い

。

注
目
さ
れ
て
い
る
わ
た
り

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
を

紹
介

し
ま
す 。

南2階の回復期病棟では365日リハビリを
おこなっています

「
回
復
期
」

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
は 、

命
の
危

機
を
脱
し
て
も
ま
だ
医
学
的・
心
理

的
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
時
期
の
患

者
さ
ん
を
対
象
に
し
て
い
ま
す

。

多

く
の
医
療
専
門
職
が
チ
ー

ム
を
く

み 、

身
体
的 、

精
神
的
回
復
や 、

起

き
る 、

食
べ
る 、

歩
く 、

ト
イ
レ
に
行

く 、
お
風
巴
に
入
る
な
ど
の
日
常
生

活
動
作
獲
得
の
た
め

、

集
中
的
な

リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し 、

介
助
法
の
指

導
や

生

活

環

境

等
の

提
案
を

含

め
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
社

会
で
自
立
し
た
生
活
へ
戻
れ
る
よ

う
に
支
え
て
い
ま
す

。

ど
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
が
あ
る
の
？

〈
理
学
療
法
〉

「
あ
た
り
ま
え
」

に
。

「
い
つ

も

通
り
」

に
。

座
る 、

立
つ

、

歩

く
。

私
た
ち
理
学
療
法
士
は
身

体
づ
く
り
の
専
門
家
と
し
て
人

の
暮
ら
し
の
「
あ
た
り
ま
え
」

を
支
え
て
い
き
ま
す

。

足
に
関

し
て
の
専
門
的
な
知
識
を
持
つ

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が 、

イ
ン
ソ

ル
（
中
敷
き
）

等
を
用
い
て 、

土

台
で
あ
る
足
か
ら 、

身
体
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す 。

〈
作
業
療
法
〉

脳
卒
中
や
骨
折
手
術
後
の

身
体
機
能
障
が
い 、

ま
た
認
知

症
や
高
次
脳
機
能
障
が
い
な
ど

。．

に
よ
り
生
活
に
障
が
い
を
持
つ

人
全
て
に
関
わ
り
ま
す

。

日
常

生

活
の

諸

動

作

や

作

業
、

仕

事 、

趣
味
な
ど
人
に
関
わ
る
全

て
の

諸
活

動
を

作

業
療
法
の

「
作
業
活
動
」

と
呼
び 、

治
療
や

援
助
も
し
く
は
指
導
の
手
段
と

し
て
い
ま
す

。

そ
の
人
ら
し
い

生
活
の
獲
得
が
目
標
と
な
り
ま

す
。

運
動
機
能 、

精
神
機
能
面

を
見
な
が
ら
食
事
や
ト
イ
レ
等

そ
の
人
に
合
っ
た
生
活
の
方
法

を
習
得
で
き
る
よ
う
援
助
し
ま

す
。

ま
た

、

家
事
動
作
や
就
労

な
ど
必
要
な
活
動
に
関
し
て
も

援
助
し
て
い
ま
す

。

「一
般
病
棟」

呼

吸
器
・

循

環

器
・

内

分

泌

疾
患
か
ら
術
後

の
患
者
さ
ん
な

ど
、

様
々

な

疾

患
の
方
に
幅
広

く
対
応
し
て
い
ま
す 。

患
者
さ
ん
の

状
況
に
応
じ
て 、

身
体
機
能・
精
神

機
能・
日
常
生
活
動
作
能
力
の
評
価

を
行
い 、

能
力
の
維
持・
向
上 、

日
常

生
活
活
動
の
獲
得 、

廃
用
症
候
群

の
予

防
な
ど 、

各
患
者
さ
ん
に
合

わ
せ
た
介
入
を
し
て
い
ま
す

。
ま
た

地
域
包
括
病
棟
も
あ
り 、

退
院
支

援
等
も
行
っ
て
い
ま
す

。

糖
尿
病
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
運
動
療
法

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す 。

〈
言
語
聴
覚
療
法
〉

言
語

聴
覚
士
が

対
象
と
す

る
主
な
障
が
い
は 、
こ
と
ば
の

障
が
い
（
失
語
症
や
言
語
発
達

遅
滞
な
ど
）

、

き
こ
え
の
障
が
い

（
聴
覚
障
が
い
な
ど
）

、

声
や
発

音
の
障
が
い
（
音
声
障
が
い
や

構
音
障
が
い
）

、

食
べ
る
機
能
の

障
が
い
（
摂
食・
聴
下
障
が
い
）

な
ど
が
あ
り
ま
す

。
こ
れ
ら
の

障 ．
か
い
は 、

先
天
性
か
ら 、

病
気

や
外
傷
に
よ
る
後
天
性
の
も
の

が
あ
り 、

小
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
現
れ
ま
す

。
こ
の
よ

う
な

障
が
い
の
あ
る

方
に

対

し 、

評
価・
訓
練・

助
言
を
行
い 、

よ
り
良
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
専
門
家

が
「
言
語
聴
覚
士
」
で
す

。
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第
四
十
九
回
通
常
総
代
会
が

六
月
二
十一
日
コ
ラッ
セ
ふ
く
し
ま

に
お
い
て 、
実
出
席
百
六
十
四
名 、

委
任
四
十
七
名 、
書
面
議
決
十
五

名
の
二
百
六
十
六
名
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た 。

協生療医本AFしく，与、

総
代
会
決
議

私
た
ち
は
昨
年
度
は 、
健
康
診

断
や
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ 、
空
間
線
量一

や
食
品
放
射
能
測
定 、
組
合
員
の

得
意
分
野
を
生
か
し
た
楽
し
い
班・

サ
ー

ク
ル
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た 。
高
齢
者
の
お
茶
会
や
仮
設
住

宅
入
居
者
の
支
援
を
行
い 、
組
合
員

ふ
ゃ
し
ゃ
機
関
紙
配
布
率
の
向
上・

班
づ
く
り
を
通
し
て
安
心
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
き
ま
し
た 。
事

業
活
動
の
面
で
も
職
員
の
奮
闘
と

組
合
員
の
利
用
結
集
に
よ
っ
て
収

益
を
ふ
や
し 、
新
た
に
三
人
の
研
修

医
を
迎
え 、
わ
た
り
病
院
の
増
改

築
に
向
け
た
議
論
を
開
始
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た 。
こ
れ
ら
の
成
果
に

確
信
を
も
ち 、
さ
ら
な
る
前
進
を
め

ざ
し
て 、
二
O一
五
年
度
も
力
を
合

わ
せ
て
次
の
こ
と
に
と
り
く
み
ま

し
ょ
う 。

－F
第
六
次
長
期
計
画
で
め
ざ

a司
す
医
療
や
介
護
の
あ
り
方

を
組
合
員
職
員
で
話
し
合
い 、
わ
た

り
病
院
の
増
改
築
計
画
を
具
体
化

す
る
議
論
を
す
す
め
ま
し
ょ
う 。

‘，
医
師
研
修
を
成
功
さ
せ 、
い

a司
の
ち
の
章
典
に
沿っ
た
医
療

介
護
活
動
の
前
進
を
つ
く
り
だ
す

中
で 、
組
合
員
の
利
用
結
集
と
増

資
を
広
げ 、
六
次
長
期
計
画
を
推

進
す
る
経
営
基
盤
を
強
め
ま
し
ょ

』つ。

‘，
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
異

a司
体
化
が
市
や
町
で
す
す
む
中 、

医
療
生
協
の
特
徴
と
力
を
い
か
し 、

地
域
の
諸
団
体
と
の
連
携
も
ひ
ろ
げ

な
が
ら 、
誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 、
つ

な
が
り
マ
ッ
プ
づ
く
り 、
組
合
員
ふ
や

し 、
機
関
紙・
班・
サ
ー

ク
ル・
サ
ロ
ン
な

ど
を
通
し
た
結
び
つ
き
の
強
化
に
と

り
く
み
ま
し
ょ
う 。

‘，
減
塩
を一ア
｜

マ
と
し
た
生
活
習

a司、
慣
づ
く
り 、
健
康
診
断・
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ・
禁
煙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル・
空
間
線
量
と
食
品
放
射
能
の

測
定
な
ど 、
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ

く
り
に
向
け
た
活
動
を
す
す
め
ま

し
ょ
う 。

也’
多
様
な
年
代
層
の
要
求
に
沿っ

a司
た
取
り
組
み
で
活
動
参
加
者

守
第49回通常総代会支部及び班表彰

支部表彰
O優良質（12支部）

年間lOITIJ以上運営委員会を開催し、 全国4課題のいずれか2つ以上を達成している支
部（①組合員噌やし年度自標、①出資金増やし年度目標 、 ①5人以上または年度当初
の3分の1以上の.j'J;l_t 、手ふやし、 ①3班以上の新班結成）

渡利、 南向台、飯坂 、 平野余目、大笹生笹谷 、 あづま、鳥川平田、大森永井川、
杉妻、川俣、 霊山 、 保原

苧
jl

を
広
げ
る
と
と
も
に 、
活
動
の
担
い

手
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う。

‘，
地
域
の
隅
々
に
目
が
居
き 、

a司
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
で
き
る
支
部
づ
く
り

に
向
け
て 、
支
部
を
運
営
す
る
体
制

の
強
化
と
大
き
な
支
部
の
分
割
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う。

‘，
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対

a司
す
る
運
動
を
急
い
で
広
げ
る

と
と
も
に 、
原
発
の
再
稼
働・
放
射

能
汚
染
に
伴
う
賠
償
の
打
ち
切
り・

T
P
P
へ
の
参
加
に
反
対
し 、
社
会

保
障
の
充
実
を
求
め
る
運
動
を
進

め
ま
し
ょ
う 。

0奨励賞（ 1 支部）
特徴的な企画 ・催し物などで支部活動を活性化させ、 生協活動の発展に貢献した支部

中央支部 (2013年6月から毎月の地域訪問を継続し 、 組合員の実態把握と死
亡組合員の名義書換 、 機関紙配布率の向上などによって支部活動を活性化さ
せ 、 生協活動の発展に貢献した。）

班表彰
O優良質（28班）

①年5回以上班会を開催し、 組合員を10人以上または年度当初の班員以上ふやし、 社
保活動も努力している班

〔南向台〕あじさp班・さつき班〔中央〕若葉班 〔遜莱〕たけのこ班〔平野余白〕
キャッツA班・矢野目第一班〔清水北〕タもみじ班〔あづま〕ひめさゆり班〔杉妻〕
沖班 〔飯野〕あじさい班（JI I俣〕深海班・ 古組班・あじさp班 〔霊山〕竹の内班
〔保原〕柏班・ 姫班〔川西〕森山班

、ー

�.1 

②l年10回以上班会開催を2年間以上継続している班

〔渡利〕高谷班・ 高谷ヘルシー班〔もちずり〕ストローク班〔松JII〕浅川班〔東〕あ
じさい班〔大笹生笹谷〕みどり班・ 新町班・横卵班〔清水北〕クロ－；＇｛ー班〔鳥川
平田支部〕さざんか班〔JI I俣〕や品、斑 ・ひまわり班

を円－＇.：＞
一

街
頭
宣
伝
で
『
戦
争
法
案』

絶
対
反
対
！
の
訴
え

総
代
会
終
了
後
に
戦
争

法
案
反
対
の
街
頭
宣
伝
を

行
い
ま
し
た 。
街
頭
宣
伝
に

は
百
五
十
四
人
の
組
合
員・

職
員
が
参
加
し 、
福
島
駅
前

で
テ
イ
ヅ
シュ
を
配
り
な
が

ら
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
署

名
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

し
た 。
約
三
十
分
の
街
宣

で 、
署
名
は
百
六
十
五
筆
集

ま
り 、
参
加
さ
れ
た
組
合
員

さ
ん
か
ら
は「
家
族
や
友

人
を
戦
争
へ
行
か
せ
た
く

な
い」 、
「
戦
争
法
案
絶
対

反
対」
と
いっ
た
訴
え
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た 。

機関紙「，31くしま医療生協jはホームペーシ
白
からもど箆いただけます。

今
回
は
大
震
災・
原
発
事
故
か

ら
四
年
三
ヶ
月
で
の
総
代
会
で

す 。
ま
だ 、
放
射
能
汚
染
の
影
響

が
く
ら
し
と
生一
業
に
重
い
影
を

落
と
し
て
い
ま
す 。
安
倍
政
権
の

戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
本
格
化

し 、
医
療
介
護
制
度
の
改
悪
が
行

わ
れ 、
暮
ら
し
へ
の
不
安
が
広

がっ
て
い
ま
す 。

総
代
会
の
会
場
に
は 、
例
年
と

違
っ
た
期
待
や
確
信
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た 。
十
四
人
の
組
合
員
さ

ん
か
ら
発
言
が
あ
り 、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
部
や
班
の
創
意
工
夫
し
た

活
動
が
明
る
く
語
ら
れ
ま
し

た 。
職
員
か
ら
は 、
遠
藤
院
長 、

松
崎
ひ
だ
ま
り
所
長 、
医
局
事

務
等
か
ら
病
院・
施
設
の
様
子
が

報
告
さ
れ 、
明
る
い
展
望
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た 。
今
年
度

は 、
病
院
の
増
改
築
を
い
よ
い
よ

本
格
的
に

議
論
し
ま

す 。
以
下

は 、
今
年

度
の
決
議

文
で
す 。

http://watari-hp.jp/seikyou/bulletin/bulletin.html








